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身近になった国際交流 

グローバルフレンズ制度 

外国との往来が一切できなくなる—こんな状況に陥るなど誰が

想像していたでしょう。学生を海外に派遣し日本に受入れるとい

う学生国際交流を柱に活動してきた国際センターでは、この

「with コロナ」の時代にセンターは何をなすべきか、国際交流は

どう変わるべきか、関係する教員全員が答えを模索中です。 
確かなことは二つ。この「鎖国」状態はそう遠くない日に解か

れるということ、そして、外国や異文化は毎日の日本での生活の

中にあるということです。Zoom などで海外にいる人々とオンラ

インで繋れば、世界の人々と、ここで、今を共有できます。つま

り、海外は一層身近になったのです。 
このチャンスを逃さず、自宅から国際交流活動に参加しましょ

う。異文化理解、コミュニケーションの力を蓄えて、時期が来た

ら臆さず世界を駆けめぐり、様々な体験をしてほしい。国際セン

ターでは、2020 年度後期も様々なオンライン国際交流活動で、

学生の皆さんを応援していきます。 
国際センター長 末松美知子
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国際センターでは、2018 年 4 月から「グローバルフレンズ制

度」をスタートさせました。この制度は、国際交流に関係するイ

ベントやプログラムに参加することでグローバルフレンズ・ポイ

ントが貯まり、表彰や記念品を受けられるものです。今年で 3 年

目を数え、年ごとの参加者は 400 名を超えています。本年度は、

新型コロナウイルス感染拡大の影響からオンラインで実施できる

国際交流活動に限られてしまいましたが、それでも、オンライン

English Café、オンライン Global Café は賑わいをみせています。

10 月 20 日から実施されるオンライン留学説明会の初日では、高

ポイントを獲得した方の表彰を行う予定です。今後も、現状でも

楽しめる国際交流活動を企画・実施していきますので、学生皆さ

んの参加をお持ちしています。 
 
 
 
 
 
 
 

国際センター講師 舩橋瑞貴

特集！ 
オンライン国際交流 

（P.3-4） 
 

 Online Global Cafe 

 Online Chinese Café 中国語室 

 世界の大学生とつながろう！
Online English Café 

 English Café at Showa 
Tuesday 

GU パスポート（群馬大学留学の

手引き）にグローバルフレンズ制

度の詳しい情報があります。 
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新型コロナウイルスの流行により大学の危機管理レベルが設定されたことから、留学生を対象としたチュー

ター活動も行うことができなくなりました。群馬大学のチューター活動は、学内で学修支援を行う場合に限り

認められているためです。しかし、異国の地で新型コロナウイルスの脅威にさらされる留学生を様々な方法で

支援することは喫緊の課題でした。そこで、国際センターの教員によるオンラインサポートと合わせ、日本人

学生によるオンラインでのチューター活動を行うこととしました。オンラインチューター活動の実施に当たっ

ては、実際の活動の確認の作業のために各学部等の事務に様々な作業をお願いする必要がありましたが、御快

諾いただき、7 月から活動を始めることができました。学期途中からの実施ではありましたが、荒牧キャンパ

スでは 4 名の留学生に対して 7 名の日本人学生がチューターとして対応しました。10 月以降も大学の危機管理

レベルが緩和されない場合は、継続してオンラインチューターを行う予定です。 

国際センター准教授 牧原功

 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 8 月 25 日～26 日、2019-20 年度の J プログラムの研究報告会が行

われました。今回は、「日本語の話し言葉における『ていうか』の用

法」、「形容詞『細かい』の意味構造－認知言語学の視点から－」、

「コミュニケーションバリア－日本人と外国人－」、「家族内コミュニ

ケーション－日本とハンガリーにおける親子関係の比較－」という四報

告でした。新型コロナウイルス感染症の拡大の影響で報告者が入構でき

ないため、Zoom によるオンライン（遠隔）で実施しました。プレゼン

テーションは、学生自身がスライドを画面共有し、報告 15～20 分、質

疑応答 10～15 分で行いました。 

従来の教室でのプレゼンテーションでは報告者の緊張が伝わってくる

ほど張り詰めた空気のなかで行われてきましたが、今回は比較的リラッ

クスして報告がなされていたようでした。他方、教員は日程調整もしや

すかったため、これまでより多くの教員に参加してもらえました。オン

ライン形式であったため、会議等の時間の合間を縫って参加してもらえ

たようです。初めてのオンライン形式での報告会でありましたが、円滑

に進み、内容もとても充実していました。 

国際センター教授 野田岳人

2019 年 10 月から毎週火曜日（9:00-17:00）に昭

和キャンパス共用施設棟 7 階の国際交流室に国際交

流と留学生相談を担当する国際センター教員が常駐す

るようになりました。 

チューター面談を行ったところ、多くのチューター

が熱意をもって留学生の学習サポートや生活支援（ボ

ランティア）に取り組んでいることがわかりました。

チューター活動を通し、自分の語学力や国際的感性が

少しずつ養われるようになったという報告の一方で、

言葉や異文化の壁でうまくコミュニケーションを取れ

ていないケースも見られました。 

留学生相談では日常生活や奨学金申請書と報告書の

作成に関する助言を行い、昭和キャンパスでのオフィ

スアワー以外においても、質問や相談に対応していま

す。日本語でまだ自由にコミュニケーションを取れな

い学生に対して英語や中国語でのサポートが極めて重

要だと実感しました。 

国際センター講師 陳雲蓮 

留学生相談  

Ｊプログラム研究報告会 

オンラインチューター活動 

荒牧 

センター教員 2 名と留学アドバイザーにより、オン

ライン相談を実施しています。理工の留学生対象に従

来の毎月の相談便りに加え、COVID-19 に関する県や

大学の対応の情報をメールで提供しています。留学生

アドバイザー（田中詩子先生）の Zoom 対応時間は学

期中毎週水曜日 11：00-14：00 です。2020 年前期に

は再入国できなくなった留学生からも相談が寄せられ

ました。  

国際センター講師 大和啓子 

荒牧キャンパスの留学生を対象に国際センター教員

が Zoom を用いてオンライン相談を行っています。入

構が制限される中、少しでも不安を払しょくできるよ

う、学習・研究、日常生活、大学生活を中心に助言を

行っています。月〜金、毎日 1時間センター専任教員

5 名が曜日毎に対応しています。詳しい対応時間等は

HP、メールでお知らせしています。 

昭和 

▲研究報告会の様子と参加者

（一部）-- Zoom 画面より 

 

桐生 
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  Global Café は人々がグローバルな視点で世界を観察し、かつ交流する場

であるため、出身や文化的背景が様々な学生や教職員が参加しています。

前期はグローバル社会における人類の最大な敵である「コロナ」を通して

世界の情勢を見るという趣旨で Global Café を開催しました（全 3 回）。

 1 回目は、６名の日本人学生が「コロナの日々を過ごす」をテーマに発

表を行いました。自宅自粛期間中に、学生たちは心身とも健康を保つため

に、普段よりも積極的に室内運動、学習、家事をし、そして手間のかかる

料理にも挑戦していました。さらに、自分の生活のみならず、日本の学校

における九月入学の問題、これからの地域社会のあり様、世界各国におけ

るコロナ対策についても考え、議論するようになりました。 
 最終回は、スロベニアに留学している社会情報学部の学生を招き、「コ

ロナ禍におけるヨーロッパ・スロベニアでの留学生活」を現地から報告し

ていただきました。オンラインだからこそできたことでした。発表の中で

スロベニアというあまり知られていないヨーロッパの国や自分がスロベニ

アに残る理由について簡潔に説明したうえ、3 月 20日からのロックダウン

(都市封鎖)から、スロベニアにおける自粛生活の様子や人々による助け合

いの状況について具体的に丁寧に報告してくれました。 
このように、コロナは世界の人々の生活を大きく影響を与えましたが、

コロナを通して全く違う世界が見えてきたと言えましょう。 
国際センター講師 陳雲蓮

 

Online Chinese Café 中国語室 

Online Global Cafe  

English Café at Showa Tuesday 

国際センター主催の Chinese Café は、昨年 10 月に着任した中国(大陸)

出身の陳雲蓮講師が担当することになりました。より客観的かつ身近に

学生たちに中国語圏の文化、歴史、言語、社会、国際問題を理解しても

らうように心掛け運営しています。今年度はコロナの関係で 5 月から 7 月

までに合計４回オンラインで実施しました。オンライン開催でフリー

トークが難しくなったため、学生と一緒に毎回のテーマを設定し、教員

がそのテーマを中心に、中国、台湾、香港の事情をわかりやすい中国語

で説明しながら、学生に中国語を覚えてもらうようにしています。教員

による説明の後は、学生が中国語でそのテーマについて自由に議論して

いました。 

Chinese Café は、中国語に興味を持ち、中国語圏と何らかの関わりをも

つ学生が自由に様々な問題について議論できるような機会を提供できれ

ばと思っています。 

国際センター講師 陳雲蓮

特集！オンライン国際交流 

Chinese Cafe 第 2 回より 

テーマ「在日中国人のアイデンティ

ティについて」 

 

国籍が「中国」であるという理由で、

部屋を借りられなかったという長年

両親と日本に住んでいる在日中国

人学生の体験を聞き、日本人学生

たちは、いまだにある日本社会にお

ける閉鎖的な傾向に驚いていまし

た。在日中国の人学生はカフェへの

参加が自身のアイデンティティにつ

いて考えるきっかけとなったようで

す。 

2020 年度から国際センターの教員が、昭和キャンパスの English Café
(毎週火曜日 12:15-13:00)のファシリテーターを務めています。学生たち

は昭和キャンパスでの TED Talk をやっていきたいとの意気込みで英語プ

レゼンテーションスキルの向上を目指しています。毎回、学生たちは特

定のテーマを設定し、英語で発表しています。内容は、最新の医学、神

経学、免疫学、社会学、植物学、国際問題など多岐にわたります。医学

部の学生が、医学のみならず、人文学の教養も一所懸命身につけようと

する姿勢が素晴らしいと思いました。その中で黒人人種差別に関する発

表の後では、議論が止まずに、学生たちの真剣な様子が心に残りまし

た。今後も English Café at Showa Tuesday の活動を期待したいです。 

国際センター講師 陳雲蓮

▲Global Cafe 最終回、人影のないスロ

ベニアの街並みがとても印象的でした 

▲Online Global Cafe 第 1 回「コロナの

日々を過ごす」の様子 



 

4 

 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋の留学フェアスケジュール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

群馬大学「秋のオンライン留学フェア」10/20～28 12:00～12:30 

世界中の大学生とつながろう！ 

Online English Café
2020 年度前期（5 月～7 月末）、国際センターと大学公認学生団体 Le 

Pont（ルポン）共催で無料のオンライン英会話レッスンを実施しまし

た。オンライン会議システム Remo を使用して、群馬大学に在籍してい

る留学生、群馬大学の協定大学の大学生（アメリカ、シンガポール、

オーストラリア、ベトナム）、そして、本学日本人学生がオンラインで

つながり、バーチャル会場内に準備されているさまざまなトピックテー

ブルを自由に移動して、英会話をリラックスして楽しみました。準備さ

れたトピックテーブルは、『おすすめのアプリ』『自宅でできるクリエ

イティブなこと』『バーチャルトリップ』『with コロナ／post コロナの

生活習慣』など COVID-19 の影響を反映したものがありました。前期オ

ンライン English Café では、80 名以上の応募があり、運営上、人数制限

を行うほどでした。後期（10 月～）も引き続き Online English Café を実

施し、人気のため、後期は週 2 回実施予定です。週 2 回のうち 1 回は

ヨーロッパの大学生が参加できるよう時差を考慮して、夕方の時間の実

施も検討しています。後期も「世界中の大学生とつながろう！Online 

English Café」でたくさんの群馬大学の学生さんが日常から英会話を楽し

んでくれることを期待しています。 

後期「世界中の大学生とつながろう！Online English Café」の予定 

毎週火曜日 12:00～12:30、 

木曜日 20:00～21:00（10/13 からスタート予定） 

※参加の申し込み等は教務システムで情報をお知らせします。 

国際センター講師 越智貴子

来年度、留学を考えている人は必ず参加してください！ 

海外留学や国際交流の活動に興味がある群馬大学の学生のための「秋の留学フェア2020」を実施いたし

ます。今年は COVID-19 感染拡大の影響のため、オンライン（Zoom＆Remo）で実施します。 

日程

1日目 10/20（火） 1 群馬大学の海外留学プログラムの概要
（グローバルフレンズ制度の説明と表彰を含む）

2日目 10/21（水） 2 2021年度大学間交流協定に基づく交換留学

3日目 10/22（木） 3
第3期グローバルチャレンジプログラム

（トビタテ！留学JAPANの追加募集の説明も行います）

4日目 10/23（金） 4 2020年度春季海外短期研修（オーストラリア）

5日目 10/26（月） 5 国際センター公認学生団体Le Pont（ルポン）

6日目 10/27（火） 6 IELTS等の受験について

7日目 10/28（水） 7 前年度海外留学派遣学生、Le Pontメンバーとの情報交流会

説明内容  

すべての日程でお昼休み（12:00-

12:30）での説明を行います。 

 

「どこの国に留学できる？」「留

学に必要な英語力は？」「留学の

費用はどのくらい？」「オンライ

ン で も で き る 国 際 交 流 の 活 動

は？」等々、ぜひ群馬大学秋の留

学フェアに参加して、留学の疑問

を相談し、留学のイメージを膨ら

ませてみてください。多くの群大

生の参加をお待ちしています。 

 

国際センター講師 越智貴子

▲オンライン会議システム Remo を利

用した世界中の大学生とつながろう！
Online English Cafe 


